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は母子家庭に育ち，自分の居場所が持てず，
精神的にも不安定であった．そんな中でオカ
ン（母親）だけがよりどころであり，ボクの
心の聖地であった．ボクは東京に来てしばら
く堕落した最低の生活を送っていたが，その
場面では東京タワーは登場しない．このこと
から，東京タワーが「高所衝動」の対象になっ
ていることを読み取った．
　小説の後半，東京タワーは，オカンの闘病
生活をずっと見つめる存在として描かれてい
る．東京の中心にまっすぐ突き刺さっている
という強さと，ひとりぼっちで東京を眺めて
いるという孤独．この「強さ」と「孤独」が
ボクの心の聖地であるオカンの存在と重な
り，東京タワーにも聖地という意味を見出し
ていった．
　場所への意味づけは個人的な経験と先見的
観念によって行われる．小説で描かれたオカ
ンとの経験に，東京タワーに対する一般的な
見方・塔の象徴性といった要素が関連しあっ
て，東京タワーを個人的な聖地にしたと結論
付けた．

日常に潜む，女性を制約する「恐怖の空間」
について

山本　理恵

　この論文では，女性が恐怖を感じる空間が
現れるときの共通した条件を導き出し，それ
により女性がどのように生活を拘束されてい
るのかを検証する．恐怖というと警戒心や不
安が中心となるが，今回は解釈を広くし，場
所に感じる嫌悪感や違和感などのマイナスな
感情全てを恐怖に含め，それらが基になって
作り出される空間を「恐怖の空間」と設定
する．具体的には，「帰り道」と「居住空間」
について調査する．多くの人々と触れ合う

「公」の空間から，個人的な「私」の空間に
戻るときにこそ，その人自身から発信される
感覚や感情が強く働くのではないかと考えた

ためである．主な調査はインタビューと実地
調査によって行った．個人が特定されやすい
情報を扱うことになるため，情報の取り扱い
方には留意している．1 度目のインタビュー
の質問は，「恐怖の空間」ができる条件が具
体的なものなのか，心理的なものなのか，様々
な可能性を模索できるように設定した．そし
て実地調査を実施し，その調査を基に，2 度
目のインタビューでは調査対象者と調査者と
の感覚の差異や，調査対象者の過去がどのよ
うに今に関係しているのかについて聞き，「恐
怖の空間」の条件を導き出した．「恐怖の空間」
にはいくつか特徴があり，出来上がるには条
件があることが分かった．それは家を探す際
の前提条件であったり，想像力，暗さ，恐怖
の現実味，出身地での環境など様々である．
それは絶対的なものというより，それぞれ人
に左右されるものである．例えば同じ条件で
も，人によっては「恐怖の空間」の条件にな
ることもあれば，逆に安心する条件になるこ
とがある．「恐怖の空間」が現実に及ぼす影
響には強弱があるものの，女性は常に他人か
らの目線を意識し，どのようにしたら安全に
生活できるのかを考え，行動している．女性
は，「恐怖の空間」があることで日常生活を
制約されているのである．

商店街の賑わい分析：
砂町銀座商店街を事例に

吉村　頼子

　砂町銀座商店街は，マスコミで頻繁に賑わ
いぶりが取り上げられている．本研究では，
砂町銀座商店街がどのようにして賑わってい
るのか，そしてなぜマスコミから注目される
ようになったのか，この 2 点について分析を
行った．文献調査や聞き取り調査から，賑わっ
ている要因を検討した結果，先行研究には書
かれていなかった賑わいの要因として，交通
の不便さ，下町情緒，道幅の狭さ，チェーン
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